








　The author is continuing research regarding biographical information of Western classical 
music composers through articles in Meiji/Taisho period. This article is a part of this research 
and covers article information regarding composers’ biographical information in music journals 
(ten journals such as Ongaku kai [World of music]) during Taisho period. In the future, after 
finishing research regarding whole music journals of Taisho period, the author plans to 
analyze them together with the article information listed in here.
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誌、『詩と音楽』誌以外の記事情報はそこに収録されていない（2017 年 10 月 9 日現在）。本稿の
刊行以降、情報提供を行いたい。
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・『音楽関係逐次刊行物所在目録 1992 年版』（音楽関係逐次刊行物所在目録 1992 年版編集委員会 
1993）を用いて、大正期に発行された音楽誌、及びその巻号を確定し、そののちに現物を確認し
た。そうして得られた記事情報をまとめたものが本目録である。ここでは、『クラシック音楽作





ルにそれらが含まれない場合でも、少数の作曲家、作品（3～ 4 人、3 ～ 4 作品を目安とした）
を主題にしているものは採録し、内容が分かるよう、註を付した。
・2頁以上の記事を採録対象とした。ただし、連載記事全体でまとまった分量になるものはこの









およびその記載方法は前述の目録（音楽関係逐次刊行物所在目録 1992 年版編集委員会 1993）と
CiNii Books のデータを基にしている。
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郎による記事が断続的に掲載されている。長い伝記も含まれるが、多数の作曲家を扱った回も多く、タイ
トルにも被伝者名が現れないため、採録しなかった。
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